
●公益財団法人東京YWCAへのご寄付及び賛
助会費は、寄附金控除の対象となります。制度
の詳細は国税庁ホームページをご覧ください。

2024　野尻キャンプ

ご寄付のお礼とお願い 皆様のご支援により支えられています

ご寄付募集中

日本語・学習支援「いちごの部屋」

いつも東京YWCAをご支援いただき、ありがとうございます。
2023年度は、野尻キャンプ、日本語・学習支援、平和をつくる
キャンペーンを中心にご寄付をいただき、寄付目標額640万円の
ところ、11月末現在で13,226,165円を頂戴しております。いた
だいたご寄付はそれぞれの事業のために大切に用いさせていた
だきます。引き続きのご支援を心よりお願い申し上げます。

より多くの外国ルーツの子どもたちを支援していけるよ
うに、事業運営に使わせていただきます。

ボランティア募集中

Newsletter
公益財団法人

Newsletterは、東京YWCAの事業活動を皆様にお伝えするための広報紙です。毎回特集で取り上げる事業を中心に、東京YWCAの今をお届けします。
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東京YWCA会館
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-8-11
TEL : 03-3293-5421(代表)　FAX : 03-3293-5570
Email : office@tokyo.ywca.or.jp

公益財団法人東京ＹＷＣＡ
https://www.tokyo.ywca.or. jp

YWCA（ワイ・ダブリュー・シー・エー/Young Women's Christian Association）は、キリスト教を基盤に、世界中の女性が言語や文化の壁を越えて力を合わせ、
女性の社会参画を進め、人権や健康や環境が守られる平和な世界を実現する国際NGOです。1855年英国で始まり、今では日本を含む100以上の国・地域で活動しています。

・東京YWCA板橋センター
・東京YWCA国領センター
・東京YWCA武蔵野センター
・東京YWCA野尻キャンプ場

Event 東京YWCAのイベントをご紹介します。皆様ぜひご参加ください。

銀行振込
お振り込み情報の確認のため、必ず寄付申込書をお送りください。
・ゆうちょ銀行（口座番号：10120 44516671）
・三菱UFJ銀行 神保町支店（口座番号：普通預金 1924322）
・みずほ銀行　九段支店（口座番号：普通預金 583583）
いずれも口座名義：公益財団法人東京YWCA

郵便振替
郵便局備え付けの払込用紙の通信欄に「寄付」とご記入ください。
・口座番号：00100-8-44681　加入者名：公益財団法人東京YWCA

毎月の寄付
毎月決まった金額を継続してご寄付いただく
「毎月の寄付」を始めました。
詳細はQRコードからご覧ください。

ご寄付・ボランティアのお問い合わせ先

特集 にほんご
学習支援

発行日：2024年1月15日 （年2回発行）

外国ルーツの子どもたちのための日本語・学習支援「いちごの部屋」では2020年から
学生や20代のユースボランティアが増えて活躍しています。様々な年代のボランティアに、
ユースの力が加わって対面支援がますます活発になっています。

2024 January

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止・変更する場合があります。最新のお知らせはホームページでご確認ください。

今年も野尻キャンプでは、子どもたちの夏休みに合わせてサマー
キャンプを実施します。４万５千坪の豊かな自然の中にあるキャン
プ場、他の誰も立ち入らないプライベート空間、森の中に点在する
キャビン、専門スタッフが調理する美味しいお食事、優しくて頼もし
い大学生リーダーと一緒の生活、楽しいことがたくさん待っていま
す。ファミリーや大人向けのプログラムも企画中です。

東京YWCA野尻キャンプ場（長野県野尻湖畔）
申込：6月初旬より申込開始！　詳細はホームページで

戦争体験の継承について考える

沖縄・広島・長崎で戦争体験の継承に取り組むユース（大学生、
大学院生、活動家）が東京YWCAに集い、これまでの活動を共有
し、今後につなげるシンポジウム（講演会、ワークショップ、交流会）
を開催します。どなたでもご参加いただけます。

青少年育成事業部　野尻キャンプ
古き良き伝統を次世代に引き継いでいくために、施設
の維持管理費用として使わせていただきます。

「支援者エンパワメントプログラム」
「DVサバイバーと協働するための支援者トレーニング」
で、DV被害者の支援者の育成を行っています。

「留学生の母親」運動
日本で学ぶ外国人留学生と日本語で話す談話室や、家
庭交流、日本語個別支援などの活動があります。

朝晩は涼しくて、クーラーの要らない野尻キャンプ場 

東京ＹＷＣＡ会館カフマンホール3/23(土)11:00～12:15東京ＹＷＣＡ会館カフマンホール3/23(土)14:00～18:00

「足のセルフコンディショニング」

扁平足、外反母趾、巻爪、膝痛、股関節痛などの不調は、足の使い
方や筋バランスの影響が大きいことをご存じですか。今回の健康セ
ミナーでは、より快適に歩けるよう、足の構造を確認しながら、自分
でできる足ほぐしと調整、エクササイズを学びます。

““日本語・学習支援とユースの活躍
子ども1人に対して支援者2人で対応し
ました。ユースは経験豊富なシニアボラ
ンティアと共に支援に入ることで、子ど
もたちへの支援を実地で学ぶことができ
ました。また、ユースがPC操作したりオ
ンライン学習しやすいように教材作成し
たり、積極的に関わりました。お互いに
助け合い学びあい尊重しあう関係が深
まりました。現在は、対面支援を中心に
行い、ユースも1対1で支援を担当して
います。

子どもたちにとって流行のアニメやゲー
ムなど好きな事で日本語を話して盛り上

「いちごの部屋」は、武蔵野市にある東
京ＹＷＣＡ武蔵野センターで、外国ルー
ツの子ども（6～18才）とその保護者を
対象に週2回日本語・学習支援を行って
います。2020年6月新型コロナウイル
ス感染症の影響でオンライン支援を開
始しましたが、これを契機に学生ボラン
ティアが急増しました。学生たちは “オ
ンラインでできるボランティア”を探して
いたのです。今では支援ボランティア30
人の三分の一をユースが占めています。

以前は1対1で支援していたのが、オン
ライン化でPC操作と指導で役割分担し

がる、これは日本語を学ぶモチベー
ションとなります。また、ユースは子ど
もと関わりが深くなるにつれて、参加
の意義や喜びを感じ、もっと自分たち
にできることはないかと考えるようにな
りました。そこで、ユースだけで集まり
相談するユース会議を開始しました。
支援で感じる疑問点を共有したり、体
験プログラムの企画運営をしています。
ここでの経験を糧にして社会参画でき
る人となることを期待しています。日本
語支援のニーズは多く、社会の注目度
も高いです。ここ数年で近隣大学との
つながりもできました。支援日や活動
場所を増やすなど事業を拡大していく
ことも今後の課題です。

お兄さんお姉さん的存在
ユースにとっても居場所

二人三脚でスキルアップ
支援者同士の学びの場に

関心がある方はぜひ
お問い合せください。

ボランティア募集

財団管理部企画課　TEL：03-3293-5436　Email：kaiin@tokyo.ywca.or.jp  

「毎月の寄付」
始めました！



気軽に話し合える
同世代のセーフスペース

子どもたちに体験の場を
ユースには学びの場を

ボランティアも運営に関わり成長できる場所
島内蘭さん（いちごの部屋委員）

東京YWCA
武蔵野センター

0422-27-5871 musashino@tokyo.ywca.or.jp
https://www.tokyo.ywca.or.jp/child/study_support/

☎

この取り組みに関するお問い合わせ先

「いちごの部屋」ユース会議

ボランティア経験を活かして将来は教員に
佐藤諒一さん（いちごの部屋ボランティア・大学1年）

多摩六都科学館にて機械の操作を体験

ゲームも楽しく日本語を使うチャンス

漢字を使って文章を書く練習中 学校の定期テストに向けて勉強中

特 集

女性の健康 Topics 東京YWCAの最新の活動の中から、注目の話題をお伝えします。

トークは内容をより深く、会場全員と考える時間でした

「かめさんくらぶ」発達に遅れや
偏りのある女児のための親子水泳
プールでは自然と親子のスキンシップが図れます

一人ひとりの個性に合わせた指導

『夜明け前のうた』上映会
沖縄における私宅監置の事実とその背景
ゲスト3人を招いてアフタートークも

勉強会「女性の人権について学ぶ」
シリーズ3回目の第1回
女性支援の現状を知る

10月14日に2回上映で計83人が参加しました。この映画
は、過去に私宅監置という制度のもと、精神障害とされた人
たちが家族により離れなどに監禁され、尊厳を奪われた事
実を追ったドキュメンタリーです。このような制度が次に行わ
れないよう、過去の事実を知り、いのちの重みを考える機会
としました。参加者からはこの制度が存在したことへの驚き
や、映画に登場した当事者や家族たちの思い、人権とは何か
など、多くのことを考えた、という声が寄せられました。

次回は女性の性的搾取問題がテーマです

課題や読書に集中！雑談に花が咲く時間の方が長い！？

障がい児「きょうだいの会」
きらりんこの上級生を対象に「オープン
スペース」を新たに始めました
障がい児の兄弟姉妹が対象の「きらりんこ」では以前から不
定期で上級生対象の日帰りの活動を行っていましたが、部
活や塾などでそれぞれ忙しい上級生が休日に集まるのは難
しい状況がありました。家以外で静かに過ごせる場所、「きら
りんこ」の仲間と会える場所として活用してもらえないかと考
え、今年の春休みと夏休みの平日、板橋センターの部屋を上
級生に開放する取り組みを始め、数人が利用しました。これ
からも長期休暇の期間に実施したいと考えています。

9月30日に行政の婦人相談員から現状
を伺いました。相談者が抱える困難は、
暴力、様々な依存症、貧困、孤独・孤立
など多岐にわたります。これらの問題に

は、福祉事務所、保健センター、シェル
ター、地域包括支援センターなど他の
機関とも連携し、解決にあたっていると
のことです。この回の参加者を対象に、
10月と11月におしゃべり会を開催しま
した。安心して話せる環境で、講演の感
想や疑問を出し合う時間になりました。

特集 にほんご
学習支援

の体験が少ないので、自分でICカードを
使ってバスに乗る経験も新鮮な様子で
した。楽しかった、また行きたい、という
声が聞かれました。参加する子どもは、
年の近いお姉さん、お兄さんのようなボ
ランティアから勉強の経験やコツを聞い
たり、時には一緒にはしゃいでみたりす
る時間があると、興味が広がりやすいよ
うです。東京YWCAが掲げるユースの
エンパワメントを推進することで、ユース
がアイデアや工夫を実現していける機会
を大切にしていきたいと思います。

ユース会議とは、いちごの部屋のユース
ボランティアが集まり、学習支援の様子
の共有や体験プログラムの企画をする
場です。年3～5回程度実施しています。
2023年6月に実施した近隣の科学館に
行くツアーでは、下見を行い、当日のタ
イムスケジュールづくりから当日の進行
まで行いました。
参加した子どものほとんどは、学校以外

ユースボランティアが活躍するためにも
充実した研修が不可欠です。日本語指
導・在日外国人を取り巻く環境・法制
度など計画しています。ユースの負担を
軽くするためにも、参加費や交通費な
ど補助が必要です。体験プログラムや
ボランティア養成を充実させるために、
今後ともご支援をお願いいたします。

外国ルーツの子どもたちは日本語体験
が少ないのが現状です。教科書で学ぶ
だけでなく、生活の中で生きた日本語
を身につけるために、様々な体験プロ
グラムを計画していきたいです。また

かめさんくらぶは、発達に遅れや偏りの
ある5歳から小学6年までの女児と母親
の親子8組が参加しています。一人ひと
りの成長や個性に合わせた指導で、水
の中で身体を動かす楽しさを知り、少し
ずつ水泳の技術を身につけていくことで
新しい発見と喜びにつながります。水
慣れのグループは、母親に補助をして
もらいながら潜ることや浮く練習を、高

学年の泳げるグループは、母親が子ど
もの後ろを泳いで一緒に水泳を習得し
ています。母親がプールに入れない時
は、ボランティアが母親役をします。最
後の遊び時間ではヌードル棒にまたが
りフワフワしたり、水深3.5mのところま
で潜って遊ぶ子どももいます。水の中は
気持ちが良いと親子で心も体も軽くな
り笑顔で帰っていきます。

参加のきっかけは、教員になった際に参考になると考えたから
です。ボランティア活動には興味があったと共に、外国人の子
どもにどう接していくか、勉学についていけない子を置いて行く
わけにはいかないと考えたため、参加をしました。体験をする
前は、｢教えられなかったらどうしよう｣と思っていましたが、体
験後は｢一緒に｣学ぼうという点に感嘆し、参加を決めさせてい
ただきました。また、YWCAの野尻キャンプに参加した際には、
小学1・2年生グループを担
当しました。どのようにした
ら、子どもたちと上手く接し
ていけるのか、先輩方の接し
方を間近で見て、学ぶことが
できました。6月から活動を
始めたばかりなので、これか
ら学ぶことを大切にして行こ
うと思います。

2年前、外国にルーツを持つ子どもたちの支援に携われる場所
を探す中で、YWCAの活動を知りました。子どもに1対1で関
わることで学びを深められそうだと思い、参加を決めました。
もう一歩踏み込んだ立場から子どもの状況を理解して、活動
のあり方について考えたいと思い、いちごの部屋委員会に入る
ことを決めました。他団体でもリーダーになることはできまし
たが、学生でありながら複数の立場から支援に関わることがで
きるのが東京YWCA「いちごの部屋」でした。関わる人全員が
成長できる場で、それを互
いに見守りながら活動で
きることにやりがいを感じ
ます。活動を通してイン
ターセクショナルでイン
タージェネレイショナルな
視野を得られるようにする
ことが今の目標です。
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ユース会議とは、いちごの部屋のユース
ボランティアが集まり、学習支援の様子
の共有や体験プログラムの企画をする
場です。年3～5回程度実施しています。
2023年6月に実施した近隣の科学館に
行くツアーでは、下見を行い、当日のタ
イムスケジュールづくりから当日の進行
まで行いました。
参加した子どものほとんどは、学校以外

ユースボランティアが活躍するためにも
充実した研修が不可欠です。日本語指
導・在日外国人を取り巻く環境・法制
度など計画しています。ユースの負担を
軽くするためにも、参加費や交通費な
ど補助が必要です。体験プログラムや
ボランティア養成を充実させるために、
今後ともご支援をお願いいたします。

外国ルーツの子どもたちは日本語体験
が少ないのが現状です。教科書で学ぶ
だけでなく、生活の中で生きた日本語
を身につけるために、様々な体験プロ
グラムを計画していきたいです。また

かめさんくらぶは、発達に遅れや偏りの
ある5歳から小学6年までの女児と母親
の親子8組が参加しています。一人ひと
りの成長や個性に合わせた指導で、水
の中で身体を動かす楽しさを知り、少し
ずつ水泳の技術を身につけていくことで
新しい発見と喜びにつながります。水
慣れのグループは、母親に補助をして
もらいながら潜ることや浮く練習を、高

学年の泳げるグループは、母親が子ど
もの後ろを泳いで一緒に水泳を習得し
ています。母親がプールに入れない時
は、ボランティアが母親役をします。最
後の遊び時間ではヌードル棒にまたが
りフワフワしたり、水深3.5mのところま
で潜って遊ぶ子どももいます。水の中は
気持ちが良いと親子で心も体も軽くな
り笑顔で帰っていきます。

参加のきっかけは、教員になった際に参考になると考えたから
です。ボランティア活動には興味があったと共に、外国人の子
どもにどう接していくか、勉学についていけない子を置いて行く
わけにはいかないと考えたため、参加をしました。体験をする
前は、｢教えられなかったらどうしよう｣と思っていましたが、体
験後は｢一緒に｣学ぼうという点に感嘆し、参加を決めさせてい
ただきました。また、YWCAの野尻キャンプに参加した際には、
小学1・2年生グループを担
当しました。どのようにした
ら、子どもたちと上手く接し
ていけるのか、先輩方の接し
方を間近で見て、学ぶことが
できました。6月から活動を
始めたばかりなので、これか
ら学ぶことを大切にして行こ
うと思います。

2年前、外国にルーツを持つ子どもたちの支援に携われる場所
を探す中で、YWCAの活動を知りました。子どもに1対1で関
わることで学びを深められそうだと思い、参加を決めました。
もう一歩踏み込んだ立場から子どもの状況を理解して、活動
のあり方について考えたいと思い、いちごの部屋委員会に入る
ことを決めました。他団体でもリーダーになることはできまし
たが、学生でありながら複数の立場から支援に関わることがで
きるのが東京YWCA「いちごの部屋」でした。関わる人全員が
成長できる場で、それを互
いに見守りながら活動で
きることにやりがいを感じ
ます。活動を通してイン
ターセクショナルでイン
タージェネレイショナルな
視野を得られるようにする
ことが今の目標です。



●公益財団法人東京YWCAへのご寄付及び賛
助会費は、寄附金控除の対象となります。制度
の詳細は国税庁ホームページをご覧ください。

2024　野尻キャンプ

ご寄付のお礼とお願い 皆様のご支援により支えられています

ご寄付募集中

日本語・学習支援「いちごの部屋」

いつも東京YWCAをご支援いただき、ありがとうございます。
2023年度は、野尻キャンプ、日本語・学習支援、平和をつくる
キャンペーンを中心にご寄付をいただき、寄付目標額640万円の
ところ、11月末現在で13,226,165円を頂戴しております。いた
だいたご寄付はそれぞれの事業のために大切に用いさせていた
だきます。引き続きのご支援を心よりお願い申し上げます。

より多くの外国ルーツの子どもたちを支援していけるよ
うに、事業運営に使わせていただきます。

ボランティア募集中

Newsletter
公益財団法人

Newsletterは、東京YWCAの事業活動を皆様にお伝えするための広報紙です。毎回特集で取り上げる事業を中心に、東京YWCAの今をお届けします。

vol.26

東京YWCA会館
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-8-11
TEL : 03-3293-5421(代表)　FAX : 03-3293-5570
Email : office@tokyo.ywca.or.jp

公益財団法人東京ＹＷＣＡ
https://www.tokyo.ywca.or. jp

YWCA（ワイ・ダブリュー・シー・エー/Young Women's Christian Association）は、キリスト教を基盤に、世界中の女性が言語や文化の壁を越えて力を合わせ、
女性の社会参画を進め、人権や健康や環境が守られる平和な世界を実現する国際NGOです。1855年英国で始まり、今では日本を含む100以上の国・地域で活動しています。

・東京YWCA板橋センター
・東京YWCA国領センター
・東京YWCA武蔵野センター
・東京YWCA野尻キャンプ場

Event 東京YWCAのイベントをご紹介します。皆様ぜひご参加ください。

銀行振込
お振り込み情報の確認のため、必ず寄付申込書をお送りください。
・ゆうちょ銀行（口座番号：10120 44516671）
・三菱UFJ銀行 神保町支店（口座番号：普通預金 1924322）
・みずほ銀行　九段支店（口座番号：普通預金 583583）
いずれも口座名義：公益財団法人東京YWCA

郵便振替
郵便局備え付けの払込用紙の通信欄に「寄付」とご記入ください。
・口座番号：00100-8-44681　加入者名：公益財団法人東京YWCA

毎月の寄付
毎月決まった金額を継続してご寄付いただく
「毎月の寄付」を始めました。
詳細はQRコードからご覧ください。

ご寄付・ボランティアのお問い合わせ先

特集 にほんご
学習支援

発行日：2024年1月15日 （年2回発行）

外国ルーツの子どもたちのための日本語・学習支援「いちごの部屋」では2020年から
学生や20代のユースボランティアが増えて活躍しています。様々な年代のボランティアに、
ユースの力が加わって対面支援がますます活発になっています。

2024 January

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止・変更する場合があります。最新のお知らせはホームページでご確認ください。

今年も野尻キャンプでは、子どもたちの夏休みに合わせてサマー
キャンプを実施します。４万５千坪の豊かな自然の中にあるキャン
プ場、他の誰も立ち入らないプライベート空間、森の中に点在する
キャビン、専門スタッフが調理する美味しいお食事、優しくて頼もし
い大学生リーダーと一緒の生活、楽しいことがたくさん待っていま
す。ファミリーや大人向けのプログラムも企画中です。

東京YWCA野尻キャンプ場（長野県野尻湖畔）
申込：6月初旬より申込開始！　詳細はホームページで

戦争体験の継承について考える

沖縄・広島・長崎で戦争体験の継承に取り組むユース（大学生、
大学院生、活動家）が東京YWCAに集い、これまでの活動を共有
し、今後につなげるシンポジウム（講演会、ワークショップ、交流会）
を開催します。どなたでもご参加いただけます。

青少年育成事業部　野尻キャンプ
古き良き伝統を次世代に引き継いでいくために、施設
の維持管理費用として使わせていただきます。

「支援者エンパワメントプログラム」
「DVサバイバーと協働するための支援者トレーニング」
で、DV被害者の支援者の育成を行っています。

「留学生の母親」運動
日本で学ぶ外国人留学生と日本語で話す談話室や、家
庭交流、日本語個別支援などの活動があります。

朝晩は涼しくて、クーラーの要らない野尻キャンプ場 

東京ＹＷＣＡ会館カフマンホール3/23(土)11:00～12:15東京ＹＷＣＡ会館カフマンホール3/23(土)14:00～18:00

「足のセルフコンディショニング」

扁平足、外反母趾、巻爪、膝痛、股関節痛などの不調は、足の使い
方や筋バランスの影響が大きいことをご存じですか。今回の健康セ
ミナーでは、より快適に歩けるよう、足の構造を確認しながら、自分
でできる足ほぐしと調整、エクササイズを学びます。

““日本語・学習支援とユースの活躍
子ども1人に対して支援者2人で対応し
ました。ユースは経験豊富なシニアボラ
ンティアと共に支援に入ることで、子ど
もたちへの支援を実地で学ぶことができ
ました。また、ユースがPC操作したりオ
ンライン学習しやすいように教材作成し
たり、積極的に関わりました。お互いに
助け合い学びあい尊重しあう関係が深
まりました。現在は、対面支援を中心に
行い、ユースも1対1で支援を担当して
います。

子どもたちにとって流行のアニメやゲー
ムなど好きな事で日本語を話して盛り上

「いちごの部屋」は、武蔵野市にある東
京ＹＷＣＡ武蔵野センターで、外国ルー
ツの子ども（6～18才）とその保護者を
対象に週2回日本語・学習支援を行って
います。2020年6月新型コロナウイル
ス感染症の影響でオンライン支援を開
始しましたが、これを契機に学生ボラン
ティアが急増しました。学生たちは “オ
ンラインでできるボランティア”を探して
いたのです。今では支援ボランティア30
人の三分の一をユースが占めています。

以前は1対1で支援していたのが、オン
ライン化でPC操作と指導で役割分担し

がる、これは日本語を学ぶモチベー
ションとなります。また、ユースは子ど
もと関わりが深くなるにつれて、参加
の意義や喜びを感じ、もっと自分たち
にできることはないかと考えるようにな
りました。そこで、ユースだけで集まり
相談するユース会議を開始しました。
支援で感じる疑問点を共有したり、体
験プログラムの企画運営をしています。
ここでの経験を糧にして社会参画でき
る人となることを期待しています。日本
語支援のニーズは多く、社会の注目度
も高いです。ここ数年で近隣大学との
つながりもできました。支援日や活動
場所を増やすなど事業を拡大していく
ことも今後の課題です。

お兄さんお姉さん的存在
ユースにとっても居場所

二人三脚でスキルアップ
支援者同士の学びの場に

関心がある方はぜひ
お問い合せください。

ボランティア募集

財団管理部企画課　TEL：03-3293-5436　Email：kaiin@tokyo.ywca.or.jp  

「毎月の寄付」
始めました！


